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06
年
決
算
に
反
対

４
日
冒
頭
に
06
年
度
一
般

会
計
決
算
認
定
に
笹
山
一
夫

県
議
団
長
が
反
対
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
討
論
の
中
で
、

聖
域
と
な
っ
て
い
る
多
額
の

研
究
支
援
費
の
一
方
で
、
私

学
助
成
や
福
祉
施
設
整
備
の

利
子
補
給
・
乳
幼
児
医
療
給

付
な
ど
関
係
者
や
県
内
自
治

体
か
ら
も
異
論
の
声
が
出
た

予
算
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
き
び

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

定
例
会
議
案

補
正
予
算
は
、
人
件
費
に

関
わ
る
調
査
が
主
な
も
の
で

す
が
、
米
価
下
落
対
策
緊
急

資
金
利
子
補
給
に
関
わ
る
債

務
負
担
補
正
も
あ
り
ま
す
。

条
例
で
は
、
山
形
県
景
観

条
例
の
設
定
、
水
道
用
水
料

金
条
例
の
一
部
改
正
（
広
域

水
道
料
金
平
均
25
・
４
％
引

き
下
げ
）
な
ど
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

08
年
予
算
各
部
局

要
求
公
表

知
事
の
姿
勢
は
？

定
例
議
会
に
先
立
ち
、
来

年
度
予
算
の
各
部
局
の
要
求

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
め
だ
っ

た
と
こ
ろ
で
は
、
合
併
支
援

の
予
算
配
分
や
米
価
下
落
対

策
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
の

独
自
支
援
策
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

基
金
に
関
わ
る
予
算
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
医
療
給

付
の
所
得
制
限
緩
和
や
私
立

高
校
授
業
料
軽
減
の
補
助
対

象
基
準
緩
和
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
度
当
初
予
算
比
１
３
６

億
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

各
事
業
費
削
減
を
内
容
と
す

る
見
直
し
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
各
部
局
か
ら
の
要
求
を

さ
ら
に
絞
っ
た
う
え
で
、
予

算
案
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
審
議
す
る
２
月
の
県

議
会
へ
向
け
て
、
よ
り
斎
藤

県
政
の
姿
勢
が
鮮
明
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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合
併
支
援
予
算

を
め
ぐ
っ
て

来
年
度
予
算
の
総
務
部

要
求
と
し
て
約
３
億
円
近

い
合
併
支
援
費
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
法
定
合
併

協
議
会
に
関
わ
る
支
援
や

新
市
の
整
備
事
業
に
対
す

る
支
援
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
来
年
度
に
法
定
合
併

協
議
会
を
設
置
予
定
の
自

治
体
、
ま
し
て
や
合
併
す

る
自
治
体
が
存
在
す
る
と

い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
知
ら
な
い
水
面

下
で
協
議
が
進
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と

も
「
合
併
す
る
と
予
算
が

つ
く
よ
」
と
い
う
ア
メ
政

策
な
の
で
し
ょ
う
か
？
３

億
近
い
財
源
、
県
民
の
切

実
な
要
望
実
現
に
ま
わ
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

ゆ
り
子
の
視
点

４日、県私学助成をすすめる会（境沢和男会長）が、阿部信矢県議会議

長に私学助成の充実を求める請願書を提出し、日本共産党県議団も同席し

ました。

当日は、162,415名分の県民の方々か

らの署名を添えての請願で、私も紹介議

員の１人となりました。一般質問でも取

り上げましたが、16万を超える私学助成

充実を求める声にこたえ、ぜひ実現した

いと思います。▲街頭から訴える渡辺ゆり子県議（右）と今野誠一山形市議（左）


